
 

 

※裏
う ら め ん

面は、釣
つ

るためのテクニックを紹
し ょ う か い

介 !!

レンタル釣
つりぐ

具
当
とう

ガイドは、釣
ちょうこう

行に「必
ひつよう

要な小
こもの

物」から「準
じゅんび

備と注
ちゅういてん

意点」、「コツ」を紹
しょうかい

介。
一

いちどとお

度通して読
よ

んで、万
ばんぜん

全な状
じょうたい

態で釣
つ

りに出
でか

掛けましょう!!

ガイド安心あん

しん

爆
ばくちょう

釣への道
み ち

は
熟
じゅくどく

読にアリ !!

お買
か

い物
もの

リスト

へラ釣
づ

り専
せんよう

用セット
ヘラブナ管

かんりつ

理釣り場
ば

バージョン

釣
ちょうこうぜんじつ

行前日までに○要
ようじゅんび

準備！
疑

ぎもん

問があったら釣
つりぐてん

具店に!!★出
でか

掛ける前
まえ

に必
ひつよう

要な小
こもの

物を購
こうにゅう

入

★釣
つ

るための準
じゅんび

備
釣

つりぐ

具の特
とくちょう

徴と正
ただ

しいセッティングを
マスターして快

かいてき

適な釣
ちょうこう

行を！

1 2
3

4 5 6

7

ラインをふたつ折
おり

にします。 二
にじゅう

重になったライン
で輪

わ

を作
つく

ります。 

ラインがクロ
スする部

ぶぶん

分を
左
ひだりて

手の親
おやゆび

指と
人
ひとざ

差し指
ゆび

でつ
かみます。 

輪
わ

の中
なか

に右
みぎて

手
の人

ひとざ

差し指
ゆび

を
入
い

れて１回
かいてん

転
させます。

③のあの部
ぶぶん

分の
輪
わ

に通
とお

します。 

あに通
とお

したラインを引
ひ

っ
張
ぱ

って締
し

めこめば、８の
字
じむす

結びの完
かんせい

成です。

あ

3 ヘラウキを
　 セット

① 道
みちいと

糸に8の字
じむす

結びのチチ輪
わ

を２つ作
つく

る

外
はず

しやすいように、
もうひとつ結

むす

ぶ 取
と

りはずしを楽
らく

にするために結
むす

びをふた
つ作

つく

り、ふたつ目
め

でできた輪
わ

にリリアン
を結

むす

びつけましょう。ひとつ目
め

の輪
わ

を引
ひ

けば、取
と

りはずしが簡
かんたん

単にできます。

【釣
つりぐ

具のセッティング】
1〜5の順

じゅん

でセットしよう

道
みちいと

糸にゴム管
かん

を通
とお

し、そのゴムにウキ
の軸

じく

を差
さ

し込
こ

みます。ちなみに最
さいしょ

初
にセットする位

いち

置は、ヨリモドシの上
うえ

50 ～ 60㎝で、そこからタナを探
さぐ

り
始
はじ

めます。

1 8の字
じむす

結びで作
つく

った輪
わ

の中
なか

に、道
みちいと

糸の
本
ほんせん

線を通
とお

し、イラストのように穂
ほさき

先に
付
つ

いているリリアンを入
い

れます。

2
リリアンの先

せんたん

端を持
も

ち、本
ほんせん

線を下
した

に
引
ひ

くと結
むす

べます。道
みちいと

糸を外
はず

す時
とき

は、
先
せんたん

端の輪
わ

を引
ひ

きましょう。

竿
さおが

掛け万
まんりき

力を釣
つ

り座
ざ

の先
せんたんぶ

端部にある杭
くい

に固
こてい

定（ネ
ジ式

しき

）し、竿
さおが

掛けを万
まんりき

力の先
せんたんぶ

端部の差
さ

し込
こ

み口
くち

に入
い

れ、こちらもネジを締
し

めて止
と

めます。最
さいご

後に竿
さおが

掛け
万
まんりきちゅうおう

力中央のネジで竿
さおが

掛けの角
かくど

度を調
ちょうせい

整します。
なお角

かくど

度は、竿
さお

を掛
か

け、竿
さおさき

先が水
すいめん

面に入
はい

るくらいが
理

りそうてき

想的です。

作
さぎょう

業は、まずロッドをつなぎ、
道
みちいと

糸を穂
ほさき

先に結
むす

びます。続
つづ

い
て、道

みちいと

糸と仕
しか

掛けをマルカン
でつなぎ合

あ

わせるだけです。

2 穂
ほさき

先に道
みちいと

糸の先
せんたん

端を結
むす

ぶ　　 ② 穂
ほさき

先にあるリリアンに結
むす

ぶ

4 マルカン（またはヨリモドシ）
　 に道

みちいと

糸、仕
しか

掛けを結
むす

ぶ

1

3

2

※なお、穂
ほさき

先（先
せんたんぶ

端部）は
デリケートなので、やさ
しく扱

あつか

いましょう！

4
5

穂
ほさき

先から順
じゅん

に継
つ

いでいきましょう。継
つ

ぎ目
め

の根
ねもと

元を持
も

ち、ジョイント部
ぶ

を合
あ

わせ、軽
かる

くねじ込
こ

むように押
お

し込
こ

みます。

1 ロッドを組
く

み立
た

てる

5 最
さいご

後に板
いた

オモリを  
　 付

つ

ける

ハ サ ミ で 台
だいけい

形 に
切
き

って道
みちいと

糸に巻
ま

き
つけると剥

は

がす時
とき

に楽
らく

です。通
つうじょう

常は
マルカン（または
ヨリモドシ）の上

うえ

に
セットします。

クリンチノット（ゴールドマ
ニュアルブックP29参

さんしょう

照）
で結

むす

ぶ。

仕
しか

掛けの先
せんたん

端を８の字
じむす

結び
のチチ輪

わ

を作
つく

り、リリアン
同
どうよう

様に結
むす

びます。

◆竿掛けと竿掛け万力のセット法

竿
さおが

掛け
差

さ

し込
こ

み口
ぐち

竿
さおが

掛けの
角

かくどちょうせい

度調整ネジ

竿
さおが

掛け万
まんりき

力

竿
さおが

掛け

配
はいごう

合エサをブレンドしてバラケエサを作
つく

り、集
しゅうぎょこうか

魚効果を高
たか

めます。
実

じっせき

績がある『ペレ匠
しょう

ダンゴ』『セットバラケ鬼
おにむしゃ

武者』『セットバラケ
若

わかむしゃ

武者』を各
かく

1袋
ふくろようい

用意しましょう。

バラケエサ 配
はいごう

合エサ ３つ

通
つうじょう

常はウドンエサを使
つか

います。好
す

きな
大
おお

きさにカットしてすぐに使
つか

える『ス
ティックウドン』をオススメします。

食
く

わせエサ スティックウドン 1パック

ボール 1個
こ

エサやバラケ（寄
よ

せエ
サ）の保

ほかん

管には、ボール
を使

つか

います。粘
ねば

りつか
な い ス テ ン レ ス 製

せい

が
理

りそうてき

想的です。

道
みち

　糸
いと

0.8 ～ 1号
ごう

しなやかで伸
の

びがある
ナイロンラインを使

つか

い
ます。糸

いと

がどこにある
かが一

いちもくりょうぜん

目瞭然のカラー
糸
いと

をオススメします。

ゴム管
かん

２～３個
こ

切
き

って使
つか

えるチュー
ブタイプがお財

さいふ

布に
優
やさ

しく、1cm程
ていど

度に
切

き

って使
しよう

用します。
止

と

めるウキの軸
じく

に
合

あ

ったものを選
えら

びま
しょう。

ヘラウキ ３タイプ

ヘラブナ釣
つ

りで最
さいじゅうよう

重要パーツ（浮
ふりょくちょうせい

力調整を参
さん

照
しょう

）となります。まずは浮
ふりょく

力が異
こと

なる、浅
あさ

ダナ
用
よう

、深
ふか

ダナ用
よう

、底
そこ

釣
づ

り用
よう

の３タイプを用
ようい

意しま
しょう。

マルカン ２～３個
こ

直
ちょっけい

径5㎜程
ていど

度の大
おお

きさを
チョイスしましょう。な
お、12号

ごうぜんご

前後のヨリモド
シでも代

だいよう

用が利
き

きます。

オモリ 板
いた

オモリ1枚
まい

厚
あつ

さ0.25㎜のタイプを
使
つか

うのが一
いっぱんてき

般的です。 仕
し

掛
か

け（ハリス付
つ

きのハリ）

２種
しゅるい

類あると有
ゆうり

利

ハリス0.4 ～ 0.6号
ごう

で、スレバ
リ の ５ ～ ６ 号

ごう

を 使
つか

う の が
一

いっぱんてき

般的で、魚
さかな

の大
おお

きさやエサの
食

く

い方
かた

でサイズを変
か

えます。１
つに10本

ぽんていど

程度の仕
しか

掛けが入
はい

っ
ているので、1度

どこうにゅう

購入すれば
２、３度

どちょうこう

釣行できます。

座
ざ

ぶとん 1つ

じっくり長
ちょうじかん

時間の釣
つ

りになるので、座
ざ

ぶとんが
必

ひつじゅひん

需品です。



　まず、エサが付
つ

いてない状
じょうたい

態でのエサ落
お

ち目
めも

盛りを決
き

めます。
基
きほん

本はウキのトップが４目
めも

盛り分
ぶんう

浮いた状
じょうたい

態（最
さいせんたん

先端の赤
あか

い部
ぶぶん

分
ではなく、黒

くろ

い線
せん

で合
あ

わせる）にオモリで調
ちょうせい

整します。
　食

く

わせエサのウドンを付
つ

けると、通
つうじょう

常、１目
めも

盛り分
ぶんさ

下がり、さら
にバラケエサを付

つ

けた場
ばあい

合は水
すいちゅう

中に沈
しず

みますが、この状
じょうたい

態から攻
こう

略
りゃく

が始
はじ

まります。

★釣
つ

り方
かた

のコツ：管
かんりつ

理釣り場
ば

のヘラブナ編
へん

魚
さかな

が居
いつ

着く所
ところ

は、両
りょうきょくたん

極端で上
うえ

か下
した

。水
すいしん

深１ｍの浅
あさ

ダナと底
そこふきん

付近になり
ます。また、魚

さかな

が身
み

を隠
かく

す桟
さんばし

橋の下
した

やコーナーも狙
ねら

い目
め

と言
い

えます。

★管
かんつ

釣りのポイントはココ

攻
こうりゃく

略のキーポイントはウキ！
浮

ふりょくちょうせい

力調整を完
かんぺき

璧に行
おこな

おう!!
　完

かんぺき

璧な浮
ふりょくちょうせい

力調整がヘラブナ釣
つ

りを制
せい

する！　決
けっ

して過
かごん

言ではあ
りません。ヘラブナは、エサを吸

す

ったり吐
は

いたりしながら食
た

べます。
　ウキは、この習

しゅうせい

性をアタリとして伝
つた

えてくれるのはもちろん、あ
らゆる情

じょうほう

報を知
し

らせてくれます。完
かんぺき

璧なセッティングを覚
おぼ

え、リア
ルな情

じょうほう

報をキャッチしましょう。

※かたずけ上
じょうず

手は、釣
つ

り上
じょうず

手！
　返

へんきゃくびぜんじつ

却日前日までに、しっかり
　お手

てい

入れを!!

　レンタル釣
つりぐ

具は、返
へんきゃくび

却日までにはお手
てい

入れをし、元
もとどお

通りに
梱
こんぽう

包しましょう。また釣
つりぐ

具にキズを付
つ

けたり、壊
こわ

してしまっ
た場

ばあい

合は、その箇
かしょ

所をメモに残
のこ

して箱
はこ

の中
なか

に入
い

れましょう。

ロッドをたたむ
場

ばあい

合は…
バッド部

ぶ

の継
つ

ぎ目
め

から順
じゅん

に外
はず

して行
い

きま
す。ジョイント部

ぶ

がキツク締
し

まっている場
ば

合
あい

は、継
つ

ぎ目
め

の部
ぶぶん

分を持
も

ち、雑
ぞうきん

巾を絞
しぼ

るよ
うにネジりながら引

ひ

くとうまく抜
ぬ

けます。
くれぐれも先

せんたん

端を持
も

って外
はず

さないこと。
穂
ほさき

先が折
お

れるので要
ようちゅうい

注意です！

バラケエサの作
つく

り方
かた

と付
つ

け方
かた

！
　入

にゅうもんしゃ

門者は、魚
さかな

が大
たいりょう

量に放
ほうりゅう

流されてい
て、何

なに

よりタナがハッキリしている
管

かんりつ

理釣り場
ば

からスタートしましょう。
　仕

しか

掛けは、上
うわ

バリに集
しゅうぎょこうか

魚効果を高
たか

め
るバラケエサ（寄

よ

せエサ）。そして下
した

バリに食
く

わせエサを付
つ

けるパターン
のセット釣

つ

りでキマリ。釣
ちょうかじっせき

果実績が高
たか

く、ビギナーでも楽
たの

しめます。

配
はいごう

合は『水
みず

』カップ１杯
ぱい

（180ml）に対
たい

して、『ペレ匠
しょう

ダンゴ』１
杯
ぱい

、『セットバラケ鬼
おにむしゃ

武者』２杯
はい

、『セットバラケ若
わかむしゃ

武者』２杯
はい

を耳
みみ

た
ぶの柔

やわ

らかさ程
ていど

度にこねます。
ハリ付

づ

けは、５円
えんだまていど

玉程度の大
おお

きさに丸
まる

め、ハリのチモトを隠
かく

すよう
にしっかり押

お

さえます。エサ持
も

ちを良
よ

くするこのひと手
てま

間が重
じゅうよう

要
です。

●アワセ

★食
く

い渋
しぶ

る場
ばあい

合は
　誘

さそ

いを入
い

れて対
たいおう

応！

管
かんりつ

理釣り場
ば

はセット釣
づ

りで勝
しょうぶ

負 仕
しか

掛けの振
ふ

り込
こ

み方
かた

　仕
しか

掛けが軽
かる

いので、そっと運
はこ

ぶイメージでサイドから振
ふ

りこみましょう。思
おも

い切
き

り振
ふ

り込
こ

む
と、仕

しか

掛けがブレて狙
ねら

い通
とお

りのポイントへ入
はい

らず、エサも取
と

れてしまいます。要
ようちゅうい

注意です。

３目
めもりぶん

盛分 浮
う

く

水
みず

の中
なか

に

入
はい

ってＯＫ

４目
めもりぶん

盛分 浮
う

かす1
2

3

エサなし

食
く

わせエサ
のみ

食
く

わせエサと
バラケエサ付

つ

き

まずウキのトップ
が沈

しず

む程
ていど

度に板
いた

オモリを巻
ま

き、そ
の後

ご

１～２㎜づつ
切

き

りながら調
ちょうせい

整し
て４目

めも

盛り分
ぶん

浮
う

か
せます

【浮
ふりょくちょうせい

力調整】 

食
く

わせエサの付
つ

け方
かた

スティックウドンの中
ちゅうおうぶ

央部をハサミでカット。切
き

り口
くち

を、水
みず

をはっ
たボールの中

なか

に入
い

れて押
お

し出
だ

します。その後
あと

は、水
みず

に浸
ひた

したスポン
ジの上

うえ

に移
いどう

動。５㎜角
かく

に切
き

ってハリにチョン掛
か

けします。この際
さい

、ハ
リ先

さき

を少
しょうしょうだ

々出すのがコツです。

水
すいしん

深1ｍの
浅
あさ

ダナ狙
ねら

いから始
はじ

める！
しっかり魚

さかな

を
寄
よ

せてからが勝
しょうぶ

負!!

　常
つね

にエサが投
とうにゅう

入される管
かんりづ

理釣り場
ば

。活
かっせい

性が高
たか

い魚
さかな

は、必
ひつぜんてき

然的に表
ひょうそうふきん

層付近に集
あつ

まります。
まずここを攻

せ

めるのがセオリーとなりますが、管
かんりつ

理釣り場
ば

では１ｍ未
みまん

満での釣
つ

りを
禁

きんし

止。攻
こうりゃく

略は、ウキ下
した

１ｍから始
はじ

めましょう。
　バラケの途

とちゅう

中でウキに変
へんか

化が出
で

ますが、そこでアワセを入
い

れても魚
さかな

は掛
か

かりません。
浮

ふりょくちょうせい

力調整で紹
しょうかい

介した食
く

わせエサの目
めも

盛りが現
あらわ

れるまで待
ま

ち、きちんと魚
さかな

を寄
よ

せきってか
らフッキングに持

も

ち込
こ

みます。攻
こうりゃく

略までの流
なが

れを紹
しょうかい

介しましょう。

1 2 3

仕
しか

掛け投
とうにゅうご

入後は、ウキが完
かんぜん

全に水
すいちゅう

中
に入

はい

ります。

魚
さかな

がバラケエサに反
はんのう

応。ツンツンと突
つ

き始
はじ

めます。そし
てバラケが無

な

くなるにつれ、ウキが浮
ふじょう

上。水
すいめん

面を割
わ

って
出

で

てきます。その後
あと

、ウキの目
めも

盛りがトップから２目
めも

盛
り程

ていど

度で上
じょうげさゆう

下左右に動
うご

きますが（バラケエサがまだ付
つ

いている状
じょうたい

態）ここで仕
しか

掛けを回
かいしゅう

収。これを２回
かい

くらい
行
おこな

い、十
じゅうぶん

分に魚
さかな

を寄
よ

せます。

次
つぎ

に仕
しか

掛けを打
う

ち込
こ

んだら、ウキが動
うご

い
ている時

じかん

間を我
がまん

慢。ウドンだけが残
のこ

る３
目

めも

盛りになるのを待
ま

ちます。バラケが無
な

くなったと気
きづ

付いた魚
さかな

は、必
かなら

ず食
く

わせエ
サに反

はんのう

応。スパッとウキが消
け

し込
こ

むアタ
リを出

だ

すので、そこでアワセを入
い

れま
しょう。

ウキのトップが３目
めも

盛りなのに、明
めいかく

確なア

タリが出
で

ない…。そんな場
ばあい

合は、誘
さそ

いを入
い

れ

てリアクションバイト（反
はんしゃぐ

射食い）で食
く

わせ

ましょう。

手
てくび

首のスナップを利
き

かせて竿
さお

をチョンと動
うご

かすと、ウキと共
とも

にエサが一
いっしゅん

瞬、スライド。

魚
さかな

はエサが無
な

くなると思
おも

い、思
おも

わず食
く

いつ

いてきます。

　最
さいきん

近の竿
さお

はとにかく高
こうせいのう

性能です。いろいろなアクションを起
お

こさずとも、
魚
さかな

を弱
よわ

らせ、そして魚
さかな

を浮
う

かせてくれます。
　ここでは理

りそうてき

想的なアワセから取
と

り込
こ

みまでを紹
しょうかい

介します。

アワセから取
と

り込
こ

み
までを覚

おぼ

えよう！

ウキの変
へんか

化を捉
とら

えたら、手
てくび

首のスナッ

プでアワセるのではなく、竿
さお

を一
いっしゅんも

瞬持

ち上
あ

げ、先
せんぽう

方に多
たしょう

少スライドさせます。

この動
うご

きだけでも、竿
さおさき

先が鋭
するど

く跳
は

ね上
あ

がり、フッキングを確
かくじつ

実に行
おこな

います。

●ファイト
アングラーはアワセた位

いち

置をキープして

いるだけで構
かま

いません。竿
さお

が魚
さかな

の走
はし

りを吸
きゅう

収
しゅう

。竿
さお

の反
はんぱつりょく

発力で次
しだい

第に浮
ふじょう

上。水
すいめん

面まで上
あ

がって空
くうき

気を吸
す

うとおとなしくなります。

●寄
よ

せと
　取

と

り込
こ

み

魚
さかな

が浮
ふじょう

上したら、そのままの姿
しせい

勢を保
たも

ち、腕
うで

を伸
の

ばしたまま後
こうほう

方50度
ど

くらい

の位
いち

置にゆっくり持
も

って行
い

き寄
よ

せま

す。なお、取
と

り込
こ

みは、魚
さかな

の頭
あたま

からタモ

に入
い

れてすくいましょう。




